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平成28年度 第２回桑名市総合教育会議 議事録 

 

 

１．日  時  平成29年２月２日（木） 

        開会 午後１時30分  閉会 午後３時19分 

 

２．開催場所  桑名市役所３階第２会議室 

 

３．出席構成員 

桑名市長  伊藤 徳宇 

桑名市教育委員会 

 教育長  近藤 久郎 

 委 員  伊藤 茂一 

 委 員  松岡  守 

 委 員  稲垣 陽子 

 委 員  松香 洋子 

 

４．構成員以外の出席者 

（総務部） 

総務部長          水谷 正雄 

総務部次長         駒田  保 

総務課長          日佐 龍雄 

総務課課長補佐兼総務係長  満仲  弘 

（教育委員会事務局） 

教育部長          石川 昭人 

教育総務課長        山下 範昭 

指導課長          野呂 はるみ 

学校教育課長        高木 達成 

教育環境整備室長      山下 謙一郎 

教育総務課管理係長     郡   厚 

 

５．議  題  (1) くわなっ子の姿と国の動向について 

(2) これからの本市の教育環境づくりについて 

(3) その他 
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【総務部長】 

 皆様、こんにちは。総務部長の水谷でございます。よろしくお願いいたします。 

 会議に入ります前に、本日の会議の公開についてお諮りをいたします。 

 本日の会議では、非公開とすべき案件の予定はございません。傍聴希望者がいらっしゃいます

ので、傍聴人の入室をご了解いただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 それでは、入室していただきます。 

（傍聴人の入室） 

【総務部長】 

 ただいまから平成28年度第２回桑名市総合教育会議を開催いたします。 

 前回は、全国学力・学習状況調査の結果を受けて、本市の子どもたちの学力について、主体的

な学習や家庭での学習における課題や、英語教育の必要性など多岐にわたってご議論いただきま

した。 

 そして、本日の会議では、事項書にございますように、くわなっ子の姿と国の動向について並

びにこれからの本市の教育環境づくりについてご協議をいただきたいと思います。よろしくお願

いいたします。 

 ここからは、市長に会議の進行をお願いしたいと思います。 

 それでは、市長さん、よろしくお願いします。 

【市長】 

 改めまして、皆さん、こんにちは。 

 今日は大変お忙しい中、第２回の桑名市総合教育会議にご参加いただきましてありがとうござ

います。 

 日ごろ桑名の教育行政に大変ご尽力いただいておりますことに、心から感謝申し上げたいとい

うふうに思いますし、また、この総合教育会議は、私が開くといいますか、教育委員会ではなく、

こちらの市長部局として開催させていただくということもありまして、大変いつもご協力いただ

いておりますことに感謝申し上げたいというふうに思います。 

 済みません、座って失礼させていただいて、早速事項書に基づいて議題、議事を進めてまいり

たいというふうに思います。 

 まずは、事項の１、くわなっ子の姿と国の動向についてを議題といたします。 

 事務局から説明をお願いいたします。 

【指導課長】 

 教育委員会事務局指導課課長の野呂です。よろしくお願いします。 

 本日は、テーマ「すべての子ども達に夢と希望を」ということで、資料を作成させていただき

ました。 

 平成28年度の全国学力・学習状況調査を受けております中学３年生が、４年前の平成25年にも

小学校６年生で同じ調査を受けておりますので、この学年の児童質問紙及び生徒質問紙の結果に

着目して、子どもたちの様子を探っております。 

 まず、今回のテーマ「すべての子ども達に夢と希望を」に関連する質問項目、将来の夢や目標

を持っていますかという項目について確認をいたします。 

 資料２ページをご覧ください。 

 上のほうは、本年度の結果を研究所が分析してホームページに掲載しております。将来の夢や
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目標を持っていると回答した子どもたちの割合を３年間比較していきまして、その結果を見てい

きますと、全国と比較しましたところ、小学校６年生よりも中学校３年生で低くなっていくとい

うのは全国も同じなんですが、桑名市では、中学校３年生のほうがややちょっと３年間で下降傾

向にあり、今回は小学校も全国平均を下回っております。このようにちょっと気になる結果が出

ております。 

 また、今の中３の小学校６年生の結果と比べたものが、その下のグラフになります。わずかな

差なんですけれども、中３のほうが全国より低目に出ております。小学校のときには87％という

ことで、ほぼ全国と変わりはなかったのかと思っておりますが、やや低く出ているという結果が

わかりました。ただ、全国的にも中学校３年生になりますと低くなってきますので、これについ

ては、一体どういう変化があるのかなということを、私見も含みますけれども、一般的な理由を

私のほうで書き上げてみましたので、３ページの上をご覧ください。 

 小学校６年生から中学校３年生にかけてですが、教科の学習内容が難しくなる、定期テストで

学力が測られていると。受験や、またはそれぞれの家庭背景、経済的な事情など現実の壁を知っ

ていく。社会全体の仕組みや状況を理解できるようになって、個人の限界を感じる場合もある。

思春期の心理から夢や希望を素直に表現しなくなるというようなことが考えられるのではないか

と思われます。 

 ただ、今の中学校３年生が現在、中学校生活を子どもたちがどう感じ、どんな過ごし方をして

いるのかというあたりについて、もう少し見ていく必要がありましたので、下のほうから、学校

に行くのは楽しいというところから比較をさせていただきます。左側が６年生のときの回答、右

側が今年の３年生段階での回答になります。 

 見ていきますと、学校に行くのは、中学校３年生になっても、桑名の子どもたちは変わらず、

85％以上ということで全国よりも高く、学校には通っております。また、次のページをご覧いた

だきますと、自分にはよいところがあると感じているという子どもたちも大変高い割合のまま推

移をしております。 

 また、授業で発表する機会が与えられている、それから、友達と話し合う活動をよく行ってい

るかという質問に対しては、中学校になったほうが、小学校のときよりも機会が多いというふう

に割合が高まっておりまして、学校の中での指導の工夫もなされていて、子どもたちはさほど、

不満と言うとおかしいですけれども、何も発言できないとか、そんなことはないんだなというこ

とはわかります。ただ、教科学習のところで考えていきますと、５ページをご覧いただきますと、

国語や算数・数学の授業の内容はよくわかるという回答からすると、やはり国語、算数・数学に

つきまして、両方ともやっぱり難しくなることもあって、よくわかると答える割合は下がっては

いるんですが、数学は全国に比べると高目に出ておりますので、数学の先生方のご尽力がここか

らもわかるかと思いますが、国語の面に関しましては、桑名としてはちょっと課題があるなとい

うことは思っております。 

 また、国語や算数・数学の勉強についての意識なんですけれども、大切だと思いますかという

ことについて、国語も算数・数学も、中学校３年生になると、かなり下回ってくるというところ

があります。これにつきましては、やっぱり子どもたちがどちらかというと受験中心の勉強にな

っていって、実生活から少し離れた内容になっているんじゃないかなというところが気になると

ころだと思います。 

 また、算数や数学の授業で、ノートに考え方を書いているかという項目につきましては、中学
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校３年生になったときに、全国と比べてやや低目のところがありまして、考えをまとめるという

あたりは、あまりなされていないのかなということがわかってまいります。 

 それから、生活面についてが次から出てまいります。６ページをご覧ください。 

 子どもたちは、テレビやＤＶＤを見る時間が長いというのは前々から言われているんですけれ

ども、本年度の３年生につきましても、小学校６年生、中学校３年生になってもやはり全国より

やや高目に出ております。ただ、決まりを守るかというあたりについては、中学校になると非常

に高くなっておりまして、学校ではルールを守り、非常に楽しく過ごしている、家ではテレビを

見て、ややのんびり過ごしているのかなという、そんな姿が彷彿とされるような結果もございま

したので、今のくわなっ子、中学校３年生の姿のイメージ、このようなイメージがとれるかなと

いうところで、一応ご報告として提示をさせていただきました。 

【市長】 

 なるほど、わかりました。ありがとうございました。 

 事務局からここまで、くわなっ子の姿といいますか、ここの部分の説明がありましたけれども、

ここにつきまして、皆さんからのご意見を賜ればというふうに思います。 

 また時計回りでいきますか。どうしますか。 

【教育長】 

 それでは、私のほうから。 

 今ちょっと事務局のほうからご報告させていただいたとおりなんですが、これは前々から言っ

ていますように、夢についてちょっと下がっているということですけれども、学校は楽しい、そ

れから、人の役に立ちたいとか、そういうのは非常に高い比率で推移しているんですけれども、

実際にじっくりと学習とかに取り組んでいくということが少し不足気味だということでございま

すし、もう一つやっぱり、スマホおやすみ運動というのを前お話しさせていただいたんですが、

これはある程度効果は上がってきたというふうには思っているんですが、まだまだ３つの誘惑に

負けてしまう。いわゆるテレビを見過ぎる、それからゲームをやり過ぎ、それからスマホの触り

過ぎというんですかね、そういう状況があるということはまだまだあるんだろうと思います。 

 ただ、今回少し重要だなと思ったのが、今、課長申し上げたように、夢を持つことに対して、

少し値が下がってきていると。これ、なぜかなということなんですけれども、ご議論いただきた

いと思うんですが、特に今の中３の子たちが小学校６年生のときと比べて、少し希望とか夢を諦

めてはいないですけれども下がっているということにつきましては、じゃ、この３年間に何かあ

ったのかなというふうに思うんですけれども、ちょっと振り返ってみますと、やっぱり貧困の問

題がかなり影響あるんじゃないかなと。ちょっと分析まではしていないんですけれども、就学援

助も中学校の子たちは少し増えてきていると。リーマン・ショックなどで少し全体的に上がった

んですけれども、それは全国的な動きかと思いますが、桑名として、ここ３年の中でというのは

そういう部分が、二極化がちょっと進んできているなということを少し感じているところでござ

います。 

 それとあと、じゃ、中学校の先生がサボっているのかなということを思うわけですが、実際私

ども、頻繁に行くわけではないですけど、中学校の現場も見させていただくと、先生たちは非常

に頑張ってやってくれているという状況ですので、ただ、やり方にポイントがあるんじゃないか

と。採用されて10年以内の先生というのが、もう半分以上になってきているわけなんです。その

あたりを少し考えますと、ちょっと切り口で、最初にお話しさせていただいたんですが、そんな
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あたりも今感じていただいているところを、皆さん、ご意見いただければありがたいなと、そん

なように思っております。 

【市長】 

 ありがとうございます。 

 じゃ、そのような問題提起なども含めて、ここまでの分でいろいろご議論いただければなとい

うふうに思いますけど、じゃ、稲垣委員からこう回っていきましょうか。 

【稲垣委員】 

 単純に、このパワーポイントを見て、学校に行くのが楽しいというのが高い数値というのは、

これは何よりもすばらしいなという感じはしました。ただ、例えば、この次の４ページの発表す

る機会とか話し合う活動とかの数値が高いということは、学校が楽しくて仲よしで、ある程度コ

ミュニケーションはとれているというのは、人としての最低レベルとしてある意味すばらしいこ

となんじゃないかなと、組織の中で生きていく上ですと、とは思うんですけど。やっぱりその次

のページのところですよね。先ほど発表がありましたけど、実生活から勉強が離れているんじゃ

ないかというのもありますし、やっぱりわかるというところまで、もしかしたら落とし込めてい

ない先生のスキルにもあるのかなとか、わからなくてもいいんじゃないのというような、そんな

やっぱり未来に希望が持てていない、ちょっと刹那的な感じ、今が楽しければ、みんな仲がいい

しみたいな、ちょっとそういうムードも読み取れるのかなというふうには思いました。やっぱり

そういうところが夢とか目標とかという未来に対して上向きになれないというのかな、というの

は少し気になったので、やっぱりそういうところに少し力を入れていけたらなとは思いましたね。 

【市長】 

 何か先行きが自分たちも見えにくくなってしまっているというか、社会全体が今、ほんとうに

不透明ですし、どうなっていくのかなとみんなが思っているところですけれども、特に中学生と

いう多感な時期でもあって、そういう部分でやっぱり刹那的って今ありましたけれども、今がよ

ければじゃないですけど。 

【稲垣委員】 

 楽しければ、仲よくやっているし、みたいな感じになっていないかなという、ちょっとこの数

字から読み取れる範囲ですけれども、少し気にはなりましたね。 

【市長】 

 それは気になります。ありがとうございます。 

 では、初登場の松香委員、よろしくお願いします。 

【松香委員】 

 松香です。よろしくお願いします。 

 中学生に夢を持たせるには、年齢的にものすごく難しいですけど、具体的にいろいろ言う、具

体的にこういう夢がある、こういう夢があるというものを、ある程度学校教育とかを通して与え

ていかないと文章化できないのかなというのはあると思うんですけど。今の中３は、センター試

験が変わらない最後の学年なんですよね。だから、今、中３の子たちには、おまえたち、絶対浪

人するなと、とんでもないことになるぞともうプレッシャーがかかっているわけですよね。だか

ら、今までどおりでいいんだけど、どうにかやればいいとなっていて、中２からセンター試験の

内容がすごく変わったり、いろんな教育の内容が変わると、今度は新しい目標を中２からは持た

なきゃいけないので、そこら辺に行くときに、今度、もっと思考力を試すとか、文章で書かなき
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ゃいけないのをいっぱい出すとか、英語とかもそうなんですけど、そういうようなことをたくさ

ん言っているので、文科省が、そっちの方向に入るとなると、中２からは新しい目標ってすごく

考えていかなきゃいけないから、それをいち早く教員も、教育委員会も、市長さんもみんなで共

有するといいのかなと思います。 

【市長】 

 なるほど。確かに、今たまたま中３の話ですけど、その下はもっとまた変わってくるというこ

とですね。 

【松香委員】 

 変わってこなければならないから、それを子どもに変わらなきゃいけないよと言われても、セ

ンター試験が変わるよと言われても子どもはわからないので、そこら辺が、ちょっと年上の人は

子どもたちに具体的な文章とかを与えられるといいのかなと思いますけど。 

【市長】 

 学校現場にそういう意識があるのかというのがありますよね。高校生になると、おそらくそこ

ってあるんでしょうけど、今の中１、中２の子たちを教える先生たちにそこの意識がどこまであ

るのかとか、確かに大事なことかなと思いますね。 

【松香委員】 

 でも、東京とかだと、私立中学の受験とか、昨日あたりだったんですけど、今親の関心はもう

入試が変わるということに全神経が向いているというのがあって、やっぱり入試が変わるから私

立に入れて、英語とかもやっておいたほうがいいとかいうけど、こういう地方は私立がそんなに

ないので、それこそ、そういうときにもやっぱりそこら辺の意識を先生たちも持たないと、すご

く教育は変わるということを中２から下の担任は持たないといけないと思うんです。 

【教育長】 

 ちょっと口を挟ませてもらっていいですか。 

 今、松香委員のおっしゃったことは、桑名の中でもかなり関心事であることは間違いないんで

す。特に塾の先生方とか高校の先生方は特になんですけれども、ただ、中小と下がるほど、まだ

その意識が薄いんじゃないかなということは思いますので、保護者の方々がかなり考えていただ

いている部分と、それから、公立の小中の教員がどこまで考えているかなというのは、非常に乖

離した部分がありますので、そこについてはしっかりとこれから埋めていかないといけないと思

いますし、そのためにどうこうするというのじゃなくて、やっぱり子どもたちの人生を考えたと

きに、今の改革が目指している部分は間違いでない部分がありますので、そこをしっかりとやっ

ていかないといけない。アクティブラーニングという言葉が盛んに言われていますけれども、じ

ゃ、それに対して今の先生たちがやっている授業はどうなのかというところを考えないといけな

いと思いますし、ちょうど課長が言いましたように、算数よりも国語が、桑名の子が苦手にして

いるというところがすごく気にはなっているような状況でございます。 

【市長】 

 ありがとうございます。 

 ちょっと今日は、この後のやつを、ボリュームを膨らませたいということなので、ちょっとこ

こは済みません。 

 じゃ、松岡さん、お願いします。 

【松岡委員】 
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 夢や目標がちょっと中３で低目というのは、何かキャリア教育をするといいのかというふうに

思いますけれども、三重県の子どもたち、後で伸びるということが言われているので、中３で自

分の限界を感じながら、低い目標で固めてしまう必要もないのかなと。そういう意味では、まだ

まだ可能性を残しておいてもいいのかなという考え方もできるかなと思います。それから、稲垣

委員も言われましたけど、学校に行くのが楽しいというのが際立って高いですよね。これは非常

にすばらしいことだと思うんですね。学校が楽しくて、勉強がおもしろくて、その意味を理解し

ていれば、放っておいても勉強しますよね。その上で見てみると、国語の勉強は大切だと思うと

いうのが、これまた際立って低いですよ。これがちょっと課題かなというのは思いまして、中学

校の国語って、やっぱり大切だと思いますので、大学生を見ても、いろんな文献をあさってもっ

ともらしく論文を仕立てるのは上手なんですけど、ほんとうに100％自分の言葉で書きなさいと

いうと、文章がねじれていたり、主語と述語が合わなかったりとか、起承転結になっているのか

なというのを、そういう文章を書いてきたりすることがあるので、やっぱり国語の力っていろん

な専門の基本ですので、そこはやっぱり大切さというのをきちんと伝えて、子どもたちがみずか

ら国語を勉強しようと、そういうふうにもっていくようなことを考えなきゃいけないのかと思い

ました。 

【市長】 

 おそらくいろいろゲームにせよ、スマホにせよ、文字には触れていると思うんですよね。言葉

には触れているのに、国語は大切に思っていないというのが何かよくわからないですね、やっぱ

り。 

【松岡委員】 

 短く、ぱっぱっとやれるのはわかるんだけど、もうちょっと長いものをじっくり読むとか、そ

ういうことは何か大切と思われていないんじゃないですかね。 

【市長】 

 この前も出たじっくり力でしたっけ。 

【松岡委員】 

 そうですね。 

【市長】 

 そういうのは非常に大切なんだろうなということがわかりますね。 

 ありがとうございます。 

 次、伊藤委員、お願いいたします。 

【伊藤委員】 

 今、大学の入試の制度が変わるということで、過去を振り返ると、共通一次試験からセンター

試験に変わるときも、その切りかわる子どもたちは高校でもすごかったです。ほんとうに先ほど

言われたように、もう一度受けるなんて大変だからということですごかったし、それから、学習

指導要領が変わった切れ目においても、過去の問題と新しい問題があるからというので、ほんと

うに必死になる。それはどういうことかというと、日本の学びの壁が入試にあるということ。反

対に入試の方法によって学び方が全然違う。だから、ほんとうに力が付くようにしようと一生懸

命しているけど、どこかでおかしくなって、一生懸命考えてはいるんだけど、どこかでおかしく

なって。 

 でも、後伸びと言われましたように、三重県の子どもたちは高校の今のセンター試験の平均で
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調べるなら全国でも上位であるというのは、前に僕も言わせていただいたと思うんですけど、そ

ういうことは心配ないんですけど、今、教育長が貧困ということを言われて、昔は底があったん

です、この辺が、底辺だという。ところが、今底抜けが起こっているんですよね。だから、そこ

が僕は一番心配です。 

 でも、先ほど言われたように、楽しいということは興味がある。だから、これが後伸びの要因

になっていると思う。それでも中学生でどうこう起こるというのは、やはり家庭という問題、家

庭で第一の関心がやっぱりどこの高校へ入るかという、この子がどんな考え方で生きていこうと

か、そんなことを大事にする雰囲気がないじゃないですか。なので、ある家庭もありますけど、

どちらかというと、どこどこ高校へ入るということが、あるいはどこどこ大学へ入る。大学だっ

たらその名前だったらいいので、学部なんかはどうでもいい。だから、受験でも１つの大学でほ

とんどの学部を受ける子どももいる。えっ、何を考えているのという。先ほど松岡委員が言われ

たように、キャリア教育というのは非常に大事なような気がするんですけれども、かといってな

かなか今そんな悠長なことをしていたら、保護者が何をしているんだということになってしまう

ところもありますので、その辺をうまく先生や親がわかっていける社会に少しずつなると。 

 やはりスマホもやらせているのは親ですから、勉強しないことを容認しているのも親なんです

よね。だから、そういうところをもう一度、先生の教え方ももっと工夫しないといけないところ

もあるけど、それなら私たちが教えてもらった先生はすごいいい先生だったかというと、今思う

とあんなのでよく先生をしていたなという先生もいっぱい、僕も含めてですけどね、そう言って

おかないと語弊があるので。そういうところがあると思いますので、やっぱりそんなに先生の技

量は、僕は差がないと思う。ただ、進歩が速いので、この前もある高校の先生と、若い先生です

よ、話をしたら、僕に、伊藤さん、今、生徒と会話が成り立たないんです、私がしゃべっても向

こうに通じない。それで、向こうがしゃべること、私は当然わかりませんという。それで、この

前、稲垣委員にそういう話をしたら、そうですよ、今、了解は「り」だけですよと言われて、あ

あ、そうなんだって。 

 だから、やっぱりそういう世代間が、僕たちは遅かった、大きな波だったけど、今は短いから、

先生がどうやって子どもと接していくかというのが非常に難しいところに来ている。それでも、

桑名としては底抜けの子を、行政としての支援とか、そういうところと教育として支援とか、そ

の両面がないとちょっと大変になってきているような気はしますね。 

【市長】 

 やっぱり社会全体、貧困の問題は非常に大きくなってきていますし、我々も今、いろんな手だ

てをさせてもらって、学習支援をさせていただくとか、今回、中学校に上がるときの、入学に要

るお金が間に合うようにという形の予算措置をさせてもらったりとか、いろいろしていますけれ

ども、そもそもやっぱり世の中の格差社会が広がっているのを何とか是正していかなきゃ厳しい

部分がちょっとあるんだろうなというふうに思いますね。 

 あと、もう一つ、今、伊藤委員のおっしゃったように、キャリア教育というか、何かモデルが

ないんですね、おそらく今の子どもには。前もあったと思いますけど、おそらく今ない仕事につ

く子たちがいっぱいだと、前回もありましたけれども、おそらくそういう中でロールモデルもな

い。でも、何もないから夢もない、そういう意味では、何かモデルみたいなものが、僕は地域の

人とかでもいいような気がするんですけれども、より自分の家族と学校の先生だけではない、い

ろんな人と会えるような形にしていくのが非常に夢を持てるようになっていくし、ということに



 

 

-9- 

なっていくのかなというようなことは思いますね。 

【伊藤委員】 

 キャリアで、働く仕事の内容もこの後、もう20年もしないうちにどんどん変わると言っていた

し、過去を見ると、僕らも自分が育ってきたとき、思っていた仕事っていっぱいなくなったり、

いろんなことをしているんですけれども、それに対応できる力をつけておくというのが大事なん

ですよね。だから、その辺がさっきも言った、どこどこ高校へ行くとか、そういう目的になって

いるから、それに対応できない。そこで、松岡委員が言われた国語が落ちているというのは、自

分で今後一生涯学んでいくためには、国語力というのはものすごく必要ですから、やっぱりそこ

を保護者の方や先生方にもわかっていってもらうということが大事なような気がします。 

【市長】 

 ありがとうございました。 

 ここまでいろいろご意見いただきました。何か言い足らないとか、これは言わせてくれみたい

なのがもしありましたら、いかがでしょうか。 

【教育長】 

 これ、言わせてくれというのじゃないんですけど、今の伊藤委員の話を聞いていて、事前に話

もしていたんですけれども、その中でもやっぱりお手伝いをさせていないねと、家での手伝いを。

全くやっていない。それこそ料理はもちろんですけれども、火を扱うということもしていないお

子さんがいて、理科の実験なんかのときでも全然、マッチといったらマッチでなんか全然無理で

すよと言われる。チャッカマンでもさわったことがないと、ガスバーナーは全然無理だと思いま

すし、それと、本を読まないというのも、ＳＮＳでやればいいのかなという部分もあるけれども、

新聞もとらなくなったよねという話もしていましたし、包丁も触っていないということで、家で

の、地域の方々のモデルというのも非常に大事なことですけれども、それとともに、家での働く

というか、そんなのが全く抜けてきているんじゃないかなと、それをすごく危惧するんですけど。 

【市長】 

 そうすると、今、生活と学校の勉強が乖離してきているんじゃないかという話も、結局生活も

していないですね、この子たちはね。 

【教育長】 

 そうなんですね。 

【市長】 

 何をしているんですかね。 

【松岡委員】 

 テレビやＤＶＤを見ているんじゃないでしょうかね。 

 これを１時間減らして勉強しなさいとか読書しなさいといってもなかなか難しいので、まずは、

１つでもいいからお手伝いしなさい、それは現実的かもしれませんね。 

【市長】 

 ほかに何かありますか。 

【松香委員】 

 何か新しい、スマホをやめなさいとかテレビを減らしなさいというだけじゃなく、こういうこ

とをやったらいいんじゃないですかということがあるといいかと思うんですよね。ただ、読書し

なさいといっても、親も本を読まないのに子どもだけ読むわけがないので。オーストラリアのう
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ちの孫、育っているんですけど、お父さんが１週間に１回、子どもに本を読んであげなきゃいけ

ないとか、小学校６年生でも出たりとか、そういう家族を巻き込んでやるとか、やっぱり土曜日

の朝は家族のためにご飯をつくりなさいとか、そういうすごい具体的なのがあって、昔、早寝早

起き朝ご飯というのがはやったことがありましたけど、そういうすごいわかりやすい目標で、や

っぱり炊事、掃除、洗濯とかというのは基本だと思うので、それはできなきゃいけないし、読書

も基本だと思うんです、人間の。だから、何かそういうくわなっ子らしい、格好いいフレーズを

つくって、キャッチフレーズ、早寝早起き朝ご飯なんて、あまりに当たり前で、誰もが何ですか

それみたいなものでも、やると成果が上がるらしいですね、いろんなことが。だから、そういう

何かいいキャッチフレーズができるといいかなと思うんですよね。 

【市長】 

 どっちかというとあれですか、行政側は何かの制限をかけるほうのキャッチフレーズにしてし

まうんですね、どっちかというと。スマホおやすみ運動とかノーテレビ・ノーゲームデーとか。

そういう意味でプラスのイメージ、これをやったらどうだみたいなことをつくるというのは、さ

っきのお手伝いの話も何かできるかもしれませんね。 

【松香委員】 

 １週間に１回は家族の洗濯をするとかそういう、えーっと思うかもしれないけど、家族の洗濯

をするくわなっ子といったら、みんな、えーってひっくり返るでしょうけど。でも、そういう何

かわかりやすいことで、家庭も巻き込んでいかないと、今学校だけでしょういろいろ問題を、そ

うじゃないというのは、皆さん感じていることかなと思いますけど。 

【市長】 

 どこでしたっけ、弁当をつくらせているところがありましたね、地域で。お弁当の日か何かを

つくって、子どもたちがお弁当をつくって学校に持ってくる。 

【松香委員】 

 それもいいですよね。 

【市長】 

 おそらくいろんな方法もあると思いますし、ぜひ何かこれから考えていくというのはどうです

か。 

【教育長】 

 市長さんが言われるように、プラスのことで言っていかないといけないと、今、反省ですね。

禁止、禁止のことは学校現場というのは非常に好きですので、そういうのは受け入れにくいんだ

ろうなというふうに感じますね。 

【松香委員】 

 禁止すると、このデータから見ると、多分くわなっ子というのはすごく素直で、言われたとお

りやって、学校も楽しい、みんなとも協力して話し合って、すごく素直な人が育っていると思う

けど、やっぱり禁止したら聞くじゃなく、何か違う目標でもうちょっとわかりやすいのをつける

といいのかなと思います。 

【市長】 

 ありがとうございます。 

 この１番目、この後また続いていく部分もあるんですけれども、ありがとうございました。 

 事項の２ですね。これからの本市の教育環境づくりについてを議題といたします。 
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 では、事務局から説明、お願いいたします。 

【指導課長】 

 指導課、野呂です。よろしくお願いします。 

 それでは、まず、昨年12月21日に次期学習指導要領の答申が出ております。もとの答申書は非

常に分厚いものですので、概要のほうを参考資料とさせていただきました。その参考資料も含め

て、少しポイントだけお話しさせていただきます。 

 まず、学習指導要領につきましては、道徳を皮切りに段階的に導入がされていきます。まず、

再来年度から小学校で道徳、教科としての道徳がスタートしていきます。その次に中学校の道徳、

その後、小学校の学習指導要領が新教科書に変わりスタートしていく。その年から英語のほうも

スタートしていく形になるかと思います。中学校につきましては、新教科書になって2021年度、

平成33年に全て全面実施になっていくことになります。 

 その中で、学習指導要領に示されてくるであろう内容が答申にございまして、そこの中から、

今のくわなっ子のポイント、課題も含めてポイントになるところにかかわる部分だけ、かいつま

んで示させていただきます。 

 答申の概要の４ページをご覧ください。 

 ４ページの真ん中あたりに（３）があります。ここに、子どもたち一人一人の豊かな学びの実

現に向けた課題ということが出てまいります。そこには、多様な子どもたち、異なる背景を持っ

た子どもたち、それぞれの豊かな学びということで、例えば、桑名であれば特別支援教育である

とか、外国人児童生徒への対応、また、あるいは先ほどお話が出ておりました貧困の問題等もこ

のことにかかわってくるのかなと思います。答申のほうでもここのが出されてきますので、まず

ここをご確認ください。 

 それから、それ以外のところで、14ページ、15ページをお開きください。 

 14ページのところから、先ほども話題になりました、英語の話がありましたけれども、言語能

力の育成といって、国語教育の一方で、外国語教育の改善、充実ということで、小学校のほうで

今、外国語活動が５年生で英語科に教科化になり、３、４年生で外国語活動が前倒しになり、時

間数も小学校で35時間ずつ３年生以上は増えていくというところで、どのような授業の持ち方が

あるのかなということもこれから大きな課題になってまいります。 

 また、15ページの中段にございます情報技術を手段として活用する力やプログラミング的思考

の育成というところでは、プログラミング教育ということで、小学校から文字入力やデータ保存

というところでコンピューターを使った、そのような授業もこれからどんどん推進していかなけ

ればならない、それも系統性を持ってということが出てくるかと思いますので、そのためのＩＣ

Ｔ環境整備についてもこれから課題になるかと思います。 

 続きまして、18ページをご覧ください。 

 18ページのところには、学校段階間の接続ということが出てまいります。幼小中高大、職業ま

で入れていただいてありますが、本市においては、特に小学校教育と中学校教育の接続というあ

たりで、今、小中一貫教育ということも出てまいりますので、義務教育９年間を通じて、子ども

たちに必要な能力、資質を育むためにどのようなことを進めていけばいいのか、また教えていた

だけたらなと思います。 

 それから、22ページに出てまいりますのが、道徳教育についてです。 

 道徳教育につきましては、考え、議論する道徳の授業への転換ということで、今現在、市内の



 

 

-12- 

研究指定を受けている学校が先進的に既に研究を進めているところです。 

 このような大きなところでご提案させていただきましたけれども、このような視点に絞らせて

いただいて、皆様のご協議をいただけたらと思います。 

 以上でございます。 

【市長】 

 ありがとうございます。 

 事務局から学習指導要領についての説明がありましたけれども、またこちらにつきましても、

皆さんのご意見を賜ればというふうに思います。 

 これ、まず、教育長から、お願いいたします。 

【教育長】 

 これはなかなか大きな問題でございまして、ちょうど東京オリンピック・パラリンピックの年

が小学校の全面実施ということで、その後、順次中高へということになるんですけれども、英語

教育、それからプログラミング教育と教科としての道徳あたりが目玉だと言われているんですけ

れども、その根底になるのが、今ちょっと話題になっている国語の言語能力があるので、そこを

きちんとやりながら英語にもつなげていかないといけないんじゃないかなというふうに課題を持

っております。 

 それと、今出ました小中９年間を通して子どもたちを見守っていくという考え方がかなり鮮明

に出されてきております。その意味で、私どものほうで小中一貫教育ということが出ているんで

すけれども、じゃ、問題は小中一貫教育をやったら学力が上がるのか、あるいは生徒たちも非常

にコミュニケーション能力が上がるのかとか、あるいは、ほかの面でどういうメリットがあるの

かというようなことをしっかりと踏まえていかないといけないんじゃないかなと。 

 国の学習指導要領の改訂ということを踏まえて、１つ思うことでございますし、それと、この

バックに背景としてあらわれてくるのが、１つはグローバル化の問題だろうというふうに思いま

す。その中で、今、外国のこともありますけれども、ツールとしての英語というのはよくわかる

んですけれども、そのためには自分の生き方とか自分の主張というものをしっかり持っていない

とやっぱりいけないだろうと。そのグローバル化についての１つの危惧がそこにあると思うこと

と、それから、もう一つは、情報化の話だろうと、ＡＩの話とか、ＩｏＴというんですか、第４

次産業革命とか言われていますけれども、前も少し話したように、しっかりしたものを持ってい

ないと、職業もロボットに全部奪われちゃって、人間はどういうふうに生きていくんだとか、ど

ういう部分でということも感じますし、桑名のほうから考えると、そういう情報の部分を日進月

歩で進んでいくとなると、ほとんどの人たちが世界へ出ていったり、ほかの都市へ行っちゃって

桑名に残ってくれる人が、桑名を支える人をどうやってつくっていけばいいのかと、ちょっと飛

躍し過ぎかもしれませんけれども、非常に危惧しているところでございますので、問題提起ばか

りで申し訳ないですけど、そんなようなご意見もいただけるとありがたいなと感じております。 

【市長】 

 ありがとうございます。 

 ここの最後の部分に、これからやらなくちゃいけないことがあるよねというのを書いていただ

いていますけれども、このあたり、踏まえても踏まえなくても構いませんので、学習指導要領の

変わっていくことは、これから育っていく子どもたちは、おそらく今の我々とは違う形でという

か、違うように育っていくというふうに思いますので、そのあたり、いろいろまたご意見を賜れ
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ばというふうに思います。 

 また、同じ回りでいきますか。 

【稲垣委員】 

 松香さんが入ってくださったのもあり、せっかくなので、個人的には英語教育の可能性をすご

く感じてはいますね。別に英語ができたらみんなが外に行くとは、個人的にはあんまり思わずに、

算数ができるのと同じぐらいに英語が話せるようになっているという感覚は、すごくこれからの

世界として必要なんだろうなと。実際私も、いろんな企業さんの50代とかのリーダーをメーンに

やっていますけど、課題、目標の中に英語って入る人、すごく多いんですよね。50歳の人が今、

一生懸命英語を勉強しているわけですよね。それで仕事の成果とかが左右されるような時代にな

っているのをすごくロスだと個人的には思うので、やっぱり英語教育でやれる部分はすごくある

んじゃないかなというのが１点ですね。 

 ただ、やっぱりほんとうに国語力とか、何か伝えたいものを持っている必要があって、例えば

読書の問題も、私、小学校のときはすごい読書家だったんですね。本が大好きなタイプでよく読

んでいたんですけれども、今我が家で一番実は本を読んでいるのは夫なんですよね。うち、本が

たくさんあるんですが、ほとんど夫が読んでいて、でも、多分うちの夫は小学校時代は、ほとん

ど読まないタイプなんじゃないかなと思うんですよね。じゃ、何で本を読むかというと、やっぱ

り目的が必要であって、逆に人は目的とか何かが見えれば学ぶだろうし、やることはやると思い

ますよね。そう考えると、さっき市長が言っていた、ほんとうに中学生とかに可能性、可能性っ

て、やっぱり人が持ってくるんじゃないかなと個人的には思うんですよね。今の情報化の社会だ

からこそ、情報で子どもたちにやられちゃっているので、すごい感覚的なフェイス・トゥ・フェ

イスの、松香さんみたいな人が多分学校に行くだけで、こういうマダムになれるんだという、済

みません、多分生き方のサンプルにもなるでしょうし、何かそういうもっとフェイス・トゥ・フ

ェイスの場みたいな、大人がかかわるようなのがほんとうにあってのやっぱりグローバルという

かグローカルというか、何かそういうのがいいかなというのを個人的には思っています。 

【市長】 

 今なかなか情報化ゆえに人と人がみたいな部分が確かにそういうことだろうなというふうに思

いますし、何か伝えたいものがあるから言語が必要なんですよね。 

【稲垣委員】 

 そうですね。そうであれば学ぶでしょうし、そのためにこれだけの情報があるということはあ

りがたいことというふうに思えれば、必要な情報もとれる、センスは子どもたち、妙にいいので、

その辺は全然とっていくでしょうし。 

【市長】 

 先日、ＪＡＸＡのフライトディレクターの山中さんとお話しする機会があって、いろいろとし

ゃべったんですけれども、将来的には、おそらく言語は翻訳の能力がどんどん高くなっているの

で、そういうもので何とかなっていくだろうと。しかし、やっぱり伝えようとする思いとか積極

性みたいなものは学ばなくちゃいけないので、やっぱり英語をしなくちゃいけないと。ある学校

の先生が、小学校で英語は要るんですかとか聞いて、山中さんがそう言っていましたけど。だか

ら、ただ、私もこの英語教育には非常に可能性を感じていますし、日本の子どもたちが、そうい

う意味では可能性を生かし切るためのツールというふうに僕は考えているので。 

【稲垣委員】 
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 私もよくわからないので、逆に聞きたいんですけど、多分日本語で考える思考と、私も中国語

ができるというのもあるんですけど、中国語で言うときの自分の思考パターンと多分英語も違っ

てくると思うんですよね。そういう意味で、言語を学ぶということは、もしかしたら思考が広が

る助けにもなると言えるのかと思ったり、それは逆に聞いてみたい感じがしています。 

【市長】 

 という流れで、松香委員、お願いします。 

【松香委員】 

 この幾つかあるスケジュールというところにあるんですけど、2018年から小学校英語の先行実

施が可能とか書いてあったり、2020年にはいよいよ教科になりますよと書いてあったり、その次

の年に中学校英語の学習指導要領って、これを全部一遍に私は考えたいんですね。 

 どうしてかというと、小学校英語、翻訳機がどうのというのはすごい高レベルの話ですよね、

小学校でやるとか中学校でやるというのは、国民全部がやる英語というのは、ものすごく専門に

入ったら翻訳機を使えばいいと思うんですけど、それ以前の出会ったときのほんとうの、あなた

と友達になりたいみたいな、その部分というのを国民が全部できるべきだなと私は思っています

ね。だから、義務教育に入らなきゃいけないと思うんですけど、今の問題は、小学校で幾ら楽し

くやっても中学校がそれをきっちり受けているかという問題があるので、小中連携というのが最

も英語教育では大事で、それで、それを考えて私どもが今請け負っているところが神奈川県の大

和市というところの全小学校の英語プログラムでいうと、23万人の人口で19校なんですね、小学

校が。それで、中学校が９校で、児童数が１万2,000人で、教員が420人というプログラムをやっ

ていたり、埼玉県の新座市というところも人口は16.3万人で、小学校が17で、中学校が６校。こ

れに比べると、私、よそ者ですから言えるんですけど、たった14万人の人口で27小学校って、尋

常でなく多くて、これをどうにかしなきゃいけないと思うんです。 

 どうしてかというと、中学校が９校ならば、中学校区の英語科の先生がヘッドに立って、下に

小学校３つずつ、例えば抱えてというふうにやらないと、小学校英語というのはほんとうにちょ

っとしかやらないんですね、実は。だから、中学校で全てができるための、例えば４技能でいく

と聞く、話すしかやらないんですね、小学校は、根本的には。それから、読む、書く。でも、昔

は、中学１年なんて聞く、話す、読む、書く、全部やって、しかも完璧に書けなきゃいけないと

かやるから、みんな嫌いになっちゃったわけですよ。それを今、小学校で聞く、話すを重点的に

やって、それから読む、書くもやるというふうにぐるぐるできますから、ずっとよくなるという

んですけど、でも、本質は中学校にあるので、中学校の英語がものすごく変わらなきゃいけない

んですね、これから。さっきの入試のこともそうですけど。 

 それで、入試で、今英検みたいなものを高校入試のかわりにしていくとか一部にしていくとい

うのを、今の中２からはもう起こるわけですよね、現実に。東京都も今高校入試を英検の２級ぐ

らいに変えましょうとか、そういうような議論に進んでいるので、そうなると４技能とかをやら

なきゃいけなくて、そうすると、今の小学校の先生は、まず英語にすごく自信がなくて、それは

三重大学の松岡先生によくやっておいてねと言っちゃったんですけど、教育学部から卒業して小

学校に来る方は、もうちょっと英語ができたほうがいいなというのはあるんですけど、でも、小

学校の先生は、基本的には学級担任が仕事で英語でないので、どうにか支援しながらでも、小学

校はとにかくまず楽しくやる。楽しくなきゃやらないというのは、みんなほんとうに人間はそう

なので、体を動かして、声を出してやるみたいな態度ですね、まず小学校は。加えて、それに中
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学校では少し常識みたいなことで、自分の思っていることはちょっと言えるかな、書けるかなみ

たいなところまで持っていくには、大阪府とも仕事をやったんですけど、大阪も今、大阪にいな

いので言えるんですけど、大阪って学力がすごく低いんですけど、でも、小学校で英語を６年間

やらせて、中３までに英検２級と言っているんですよね。これは、公立で言うにはすごいことな

ので、中３で２級というのは、全員取らせるって豪語するのはすごいことなんですけど、そうい

うふうに全体のレベルが上がってくるので、桑名市でやるときにも、私としては、派手なことは

せず、まず中学校区と小学校区をこういうふうに組み合わせて、私に示してほしいんですね。何

かヘッドをつけて、中学校の先生が立ち上がらなきゃいけないと思うけど、中学校の先生が立ち

上がるには校長先生がそれを了解していなきゃいけないんですよね。そうじゃないと会議とかに

出席できないんですよね。校長先生がそれをやるには、教育委員会が旗を振らなきゃいけないん

ですよ。それをやるには、市長さんが旗を振らなきゃいけないんですよね。 

 だから、そういうことで、小学校英語のスタートと中学校英語というのは、多分中学の先生は

2021年度に中学校の学習指導要領が変わるから、それまではまだ何年もあるわよと思っているか

もしれないけど、そういう状況ではないですね。小学校英語が変わる以上、中学校は絶対変わら

なきゃいけないので、ここのところをどういうふうになっているか、まだちょっと実態も全然見

せていただいていないのでわからないんですけど、私としては、この問題は全部一遍で、それで、

中学生にもさっきの夢じゃないですけど、もっと英語をやると何がいいかというと、今グローバ

ルな話も出ましたけど、将来はというのは夢がちょっと広がったりとか、それにはやっぱり自分

で意見を持たなきゃ何もないなとなったら読書もするでしょうしって、そういうふうに全部に影

響があるし、具体的に夢も持たせられるので。 

 ただ、国語、例えば朝読書というのと英語を１週間に３回ぐらい聞かせてねというのは、ぶつ

かるんですね。そうすると、英語をやってねと、１週間に１回より３回ぐらい聞かせたほうがい

いんですよというと、じゃ、どこをやめればいいんですかと小学校の先生が怒るんですね。じゃ、

朝読書をやめてくださいというともっと怒るんですね。だから、ここら辺の時間調整というか、

みんなの合意をとるのはすごく大変なんですけど、小学生の場合は、細切れにやったほうがもの

すごく成果が上がるんですね。１週間に１回で、時々抜けて２週間に１回とかいうやり方じゃな

く、今までのことを、今までやっていた中学校の英語を小学校におろすんじゃなくて、コミュニ

ケーションのための英語というので、今すごく全国的に一番うまくいっているんですね、英語教

育の中では小学校が一番うまくいっているので、ある意味では。すごくうまくいっているんです、

いろんなところで。コミュニケーションというのが成立しているのは、小学校ぐらいだとよく言

われるぐらい。それにはやっぱり中学校区が、でも、私、桑名をまだわかっていないので、桑名

の中学校の英語は、昔とは180度変わっているかというのをまず見せていただいてから、小中の

連携を考えないと、ここをたたかないと絶対に物事は成功しないなと思っていますけど。 

 この問題は全部一体で、早目に仕掛けないと、じゃ、中学校の学習指導要領が変わったからそ

ろそろ英語を変えようかじゃ、あと10年以上かかっちゃいますね。 

【市長】 

 現状はどうなんですか。 

【教育長】 

 今、おっしゃっていた、この前お会いしたときにその話も伺いましたので、早速指導主事に話

をしてあるんですけれども、松香先生がご想像されているとおりぐらいですかね。中学校のほう
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は、やっぱりちょっと自校中心というんですか、そういうことになっていると思います。 

 今、小学校のほうが今度は、この学習指導要領の時間数だけでいうと、小学校のほうが大変に

なる状況なんですよ。今、１週間で５日制ですから30コマあるんですよね、５、６年生ですと。

だけど、職員会議等がありますから、水曜日は、６時間目はありませんから29コマなんですよ。

ほかの教科を全部入れて、もう29が全部埋まっているんですよ。そうすると、そこへもう１時間

英語を増やせということで、上からお達しがあるような感じの感覚なんですよ、現場としては。

そうなると、どうするんだと。今、松香先生がおっしゃったとおり、モジュールでやるというこ

とで、１日に15分ぐらいずつ３日やれば45分になるので、それを１時間と数えましょうというよ

うな形になろうかと思うんですけれども、その壁が朝読なんですわ。それは、朝読は前のゆとり

のときに何とかしないといけないというので、うちの大先生というか遠山大臣は桑名の出身です

から、遠山大臣のときにそういうのを奨励されて、うちが真っ先にやったというような感じで、

朝読もかなりの成果を上げてきている。そうすると、朝読でやっておいて、またモジュールでい

くのかというのが非常に学校現場にとっては相当プレッシャーがありまして、今からそういう納

得をしていただかないといけないことになるんですが、冬場ですと、それで小学校の子たちが帰

る時間が20分、30分遅くなるんですよね。そうすると真っ暗になるじゃないかという話も出てく

ると思いますし。 

 それと、もう一つは、変な話でいうと教師の多忙感というのがあると思いますから、それもま

た余分にやるのかという意識になると困るので、いや、こうやることによって子どもたちに夢が

できるし、ほんとうの英語教育がきちんとできるんだよというように納得していただかないとい

けないと思うので、そうなると、小中一貫というのは非常にメリットがあるんじゃないかなとい

うふうにも考えるんですが、ただ、そのあたりは、学校現場から言うと、ストンと腹に落ちるか

どうかというのがありますし、小学校の先生は、基本的には英語に対してはネガティブな感じで、

コンプレックスを持っていますので、英語はちょっとやっぱり苦手だというような現場の先生た

ちが非常に多い、これは事実だと思いますから、そのときに中学校の先生がどうやってサポート

できるかと。サポートした中学校の先生のケアを何らかの形でしてあげないといけないなと、そ

んな仕組みをつくることが大事かと思いますので、ぜひちょっと松香先生にも、委員さんにも相

談させていただきながら進めていきたいなと思っているのが今の現状でございます。 

【松香委員】 

 中学校の先生がちょっと変わられて、コミュニケーションのための英語、例えば英語で英語を

教えますというのを常識にして、100％を目指して80％が終わればいいんですけど、この間ちょ

っと見せていただいたら、まだ桑名の英語の先生は、あんまり英語で英語を教えていないという

ことで、それは全国的から見てすごく低いかなというのがあるので、それは、いわゆるパッシブ

な授業をしているかなと思うんですね。アクティブにやらせていないかなというのがあって、中

学校の先生が変わったら、今度中学校の先生が小学校の先生にいろいろほんとうは教えて、中学

校の先生が小学校の先生を褒めてくれるといいですね。現場同士で仲よくならないと、これは絶

対に成功しないし、もう１つの考えは、今クリルというのがあって、クリル、ＣＬＩＬなんです

けど、コンテンツとランゲージがインテグレーテッドのようにというんですけど、コンテンツ・

アンド・ランゲージ・インテグレーテッド・ラーニングというんですけど、内容と言語が一致し

ている学習法といって、理科的なことを英語の時間にやるとか、社会的なことを英語の時間に、

算数的なこと、大きな数字の読み方とか、どっちの国は何倍ぐらいの面積があってとか、そうい
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うのを英語でもやるとかって、それだと小学校の先生は入りやすいんですね、その感覚があると。

自分の知っていることが役立つんだなと、英語はゼロという考えじゃなく、いろんな教科と結び

つけたような感じで、英語の歌を音楽の時間にいい発音で歌ってもいいわけですよね。そういう

ようなことをやって、それを１時間とカウントするというのは、ヨーロッパなどでももちろんや

っていて、どうしてかというと、時間が足りないからです。みんな競争に、絶対に数学、算数を

やらなくていいんですかとなるわけですね。理科の先生、じゃ、理科をやらなくていいんですか

となるので、生活科ができたように、何かあわせてやるという考えもやらないと、小学校は今の

時間がもうぎりぎりですよね。それはよく承知しているので、そのクリルの考え方でいくと、す

ごく小学校の先生はわかりいいというのと、あと、よく言われるのは、もし桑名市が将来タブレ

ット化とかコンピューター化とかできるなら、反転学習といって、家庭で何か言葉の単語とかそ

ういうのとか、フレーズとかを覚えてきて、それを学校で使うみたいな、そういう反転学習みた

いなのができれば、タブレットとかが配れるようであれば、どこかが、大きな企業さんとかが寄

附してくださるとかだったら、そういうようなこともいいのかな、そういう流れにはなっていく

と思います。そういう反転学習というか、全部先生が教えるんじゃなく自分で、言葉ってそうで

すよね、自分である程度戦って覚えないとできるようにならないので、そういうことも考えてい

く時代なのかなと思いますけど。 

 でも、やっぱり何かやろうと思ったら、地味なことをこつこつやらなくちゃいけないので、私

としては、小中の先生がまず仲よくしていただいて、それで英語という接点で、小中の、桑名が

もうちょっと小学校の数を半分ぐらいにしていただいて、結びつきが、全然エリアとかわかって

いないから言える話で、きっと皆さん、言い分がおありだと思いますけど。どう考えても小学校

が多過ぎるので、それだけやるのが大変。ほんとうは１つの中学校に１つの小学校か２つの小学

校が限度だと思うんですね、こうやってまとまりをつけるには。そういうふうにしていただいて、

整理整頓していただいて、リーダーをつけて、小学校の先生も中学校の先生の英語の指導のもと

に頑張るというのが、一番教員同士で理解しやすいと思っています。 

【市長】 

 また小中のかかわりを何とか超えていかなくちゃいけないということだと思います。 

【教育長】 

 よくわかる話で、たまたまタイムリー、ジュニア・サミットが終わって、機運としてはある程

度先生方も持っていますし、住民の方とか保護者の方もあるので、今やるのが、変な話、今でし

ょうと思うんですけれども、それと、一番やっぱり小中のことを考えるとネックになっているの

が、うちでいうと分散進学なんですよね。１つの小学校が全く半分ずつ分かれて違う中学校へ行

くというような形があるので。 

【松香委員】 

 どうしてですか。そんなこと、こんなところで今議論することじゃないですね。 

【教育長】 

 そこら辺も工夫しながらやっていくことかと思いますので、今、松香委員がおっしゃっていた

だいたことはよくわかりますし、一番頭に残ったのは、褒め合いましょうと、そこが一番大事な

ところかと思いますので、ある意味ちょっと見ていただいて、次へのステップをしていきたいな

と感じております。 

【市長】 
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 英語のことをいろいろ教えていただけるかと思ったら、実は小中の連携の話だったという、

我々としても非常にコペルニクス的転回というか、まさかそっちだったかという、いいご指導を

これからも。 

【松香委員】 

 英語は、実は中学校も大変わりしなきゃいけないし、小学校は何をやっていいかよくわかって

いないので、英語で小中連携をやるというのは、みんなわかっていないからすごいチャンスなん

です。変な話ですけど、わかっていないからやりやすい。どうしてかというと、例えば算数と数

学といったら、みんな自分の守るべきことがしっかりわかり過ぎちゃっているから仲よくできな

いですね、まず。ほかの教科は６年やって３年やるとなったら、ものすごい大げんかになるんで

すね、その境目とか。だけど、英語は今、すごく流動的ですから、ここを起点にして桑名をまと

め直すというのはいいかなと勝手に考えています。 

【市長】 

 その知見を持ってもらって、小中の部分、取り組んでもらえたらと思います。 

【教育長】 

 これもぜひ参考にさせていただかないといけないと思いますので、それと、できたら保護者の

中にもかなりやれる、英語の堪能な人もみえるので、そこを何とか活用できないかなと思って。 

【松香委員】 

 地域で興す英語というのは、すごく皆さんやっていて、結局文科省は、法律は指導要領とかは

つくりますけど、実際の実施は各自治体に投げるわけで、そうすると、そこから先は予算がない、

何がない、ないない尽くしで、教員は忙しいとなると、やっぱり地域で興していきましょうとな

って、地域の中には英語ができる人は掘り出すと結構いるんですね。保護者の方がずっといるん

です。ですから、そういう方に積極的に学校教育にかかわっていただくというのも１つの、地域

を興すために英語がやりやすい理由かなという。それで、皆さん、何をやっていいかよくわから

ないから、今がチャンスかなって。 

【市長】 

 むしろそうですね。 

 チャンスを捉えると。いい方針をいただきましたね。 

 じゃ、松岡委員、お願いします。 

【松岡委員】 

 まず、松香委員からお話がありましたのでお答えします。 

 三重大学教育学部では、英語教育コースだけでなくて、全員が当然、教養教科で英語の授業を

受けるわけですけれども、全員がＴＯＥＩＣで何点以上とらないと単位が付与されないと、そう

いうふうにしております。 

【松香委員】 

 何点ですか。 

【松岡委員】 

 それはちょっとこの場では申し上げにくいんですけれども、松香委員の要望にお応えするには

そのレベルをもっと上げないといけないのかなというふうに思いますけど、現状でも結構四苦八

苦している学生はいますけれども、小学校から英語が導入されるということで、小学校の教員を

目指す学生も意識は非常に強く持っていると、そういうことだと思います。 
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 私の話をしますと、私のころの英語というのはやっぱり読解中心でしたよね。 

【松香委員】 

 そうですね。 

【松岡委員】 

 それで、関係代名詞なんかも訳し上げるとか、漢文みたいな感じの勉強をしましたけれども、

あれは、我々、仕事柄英語の論文をたくさん読んできましたけれども、それに対しては勉強にな

っていたと思うんですね。役に立っていたと思うんですね。 

【松香委員】 

 大学教授になる人は必要だったと思います。 

【松岡委員】 

 一方、研究をまとめて発表しようと思うと難しいんですよね。質問されて、それを考えて、そ

の場でぱっと返せるようになるには相当苦労しましたね。我々はキャッチアップの時代だったの

でそれでよかったと思います。これからは発信の時代なので、英語、当然勉強の仕方を変えてい

かないといけないというように思いますね。自分で考えたことをそのまま適切な英語で話せると。

とにかく伝えられるという、そういうことが必要になると思いますね。 

 この間、市長さんと立ち話をしたときもちょっと言ったんですけれども、私、ユネスコスクー

ル関係で熊野古道をよく歩くんですけれども、三重大の学生を連れて歩くんですけど、木本高校

と連携してやっていて、木本高校生が日本人学生には日本語で説明をして、留学生に英語で説明

するんですよ。それをちゃんと予習してくるわけですね。１人で全部は無理なんだけど、ポイン

トごとに、このポイントの説明は誰それがやると。分担してやると結構説明するんですね。英語

で質問されてもちゃんと返しているから立派なものだなという。そういうふうなことがもしかし

て桑名でもできるのかなと、中学校は中学校の地元の名所旧跡を調べて、それをどんなふうに説

明したらいいかって、そういうふうな取り組みをやれば、中学生でも高校生でもできるんじゃな

いかなと。自分の言葉で話せるようになると。質問があったら、もしかしたら返せるかもしれな

いと、そこら辺までやるような、何かそういうような取り組みが１つできるのかなということを

お話しさせてもらいました。 

 あと、プログラミング教育について。 

【市長】 

 どうぞ。 

【松岡委員】 

 プログラム教育につきましては、結構期待しているところがあるんです。それは、現行の学習

指導要領を検索して調べるとわかるんですけれども、創造とか工夫という言葉がいっぱい出てき

ます、いろんな教科で。ところが、小学校、中学校では、算数、数学、理科には創造とか工夫と

いう言葉が出てこないんですよね。理系の創意工夫というのは考えられていない。理科なんかは

自然の現象とかを理解するとか、あるいは探求すると、そういうふうな表現にとどまっているん

ですね。その中でプログラム教育が入ってくると、これは論理的に考えて、自分のやりたいこと

を実現すると、そういうふうな論理的な思考ができるようになると思って非常に期待をしている

ところです。おそらく画面の中か、あるいは簡単なロボットを自分でプログラムして動かすとい

う、そういうふうな取り組みになってくるのかなと思うんですけれども、そういう活動は幾つか

の学校で課外活動等でされています。三重大学教育学部附属小学校でもコンピューター部かな、
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それでやっていて、それでロボットを動かすんですけど、ほんとうに夢中になってやって、中に

はかなり高いレベルに入っていくような児童もいますので、そういった形でプログラム教育が展

開されていくんじゃないかなというふうに期待しています。 

【松香委員】 

 一言いいですか。 

【市長】 

 どうぞ、松香委員。 

【松香委員】 

 さっき大学生が熊野古道で、とてもいいことだと思うんですね、そういう体験を増やして実際

に使う。でも、小学生って、まだ子どもでなかなか難しいんですね。監督が必要。だから、ぜひ、

もしそういうジュニア・サミットで何かやったときの経験も生かして、高校生が親分になって、

中学生と小学生を引き連れて何かやる、何か行事的なことをやるなら、教育委員会が小中だけを

統括しているってよくわかっているんですけど、でも高校生を市の中だから一緒に何かやっても

らうと、高校生が一番馬力があるなと私は思っているんです。 

【市長】 

 先日もポストジュニア・サミットのイベントで、まさに高校生が集まって、桑名の魅力発信に

ついていろいろ言ってくれたんですけれども、自分らの視点で桑名のいいところを紹介したいと

いうことを言っていたんです、高校生が。すばらしいなと思っていて、それを多分英語でやれる

ように、英語で桑名の魅力が発信できるようになる、そういう子を育てるというのは確かにいい

ですよね。 

【教育長】 

 最近、県立さんもある程度、小中、義務教育のほうと連携しながらという機運というんですか

ね、特に今言わせていただいたアクティブラーニングという考え方で、できるだけ小学校や中学

校の授業の中にそんなものがあるんじゃないかということで、連携しましょうと。特に、今も実

際、例えば桑名工業の生徒さんたちが、隣の七和小学校の子どもたちと一緒にやっていて、最初

芋掘りぐらいから始まったんですけど、最近ロボットの話しなんかもやっていただいていること

もありますし、かなり前々から伝統的に連携もしていただいているので、そんなものを広げなが

ら、今おっしゃっていただいたようなところをアドバイスしていただければなと思うんですけど。 

 ただ、ジョイントするのをやっぱり教育委員会がその辺のお世話をしないといけないなと思い

ますので、ちょうど伊藤委員、そのあたりも高校のほうともつながってはいただいているので、

連携していただきながら進められたらなと。ただ、急には難しいですので、徐々に。 

【松香委員】 

 例えば、高校生が小学校の英語の授業に行って、高校生が教えたりすると、小学生はすごいう

れしいんですね。身近なモデルが見られるので。外国人が来ると英語がしゃべれるのは当たり前

だ、外人だからと思っていて、子どもってそういうところがおもしろくて、でも、高校生は大好

きなんです。 

【教育長】 

 それと、すごく子どもというのは憧れになるというか、小学生は高校生、例えば幼稚園は中学

生、中学生はキャリア教育で幼稚園へ行ってくれているんですけれども、ものすごく幼稚園の子

がなつくんですよ。そんなこともあるので、そのあたりもすごく効果があるんじゃないかなと思



 

 

-21- 

いますね。 

【松岡委員】 

 この間のジュニア・サミットの場合は小中高といて、それで、全国大会のスピーチコンテスト

に出たという高校生が非常にきれいな英語でスピーチを見せてくれたんですよ。あれは、小学生

はわからなかったとは思うんですけど、非常にインパクトを与えたと思いますね。 

【教育長】 

 憧れますわね。 

【松香委員】 

 でも、小中高の子が３人並んでスピーチとかするともっとかわいいですよ。そういうふうに発

想を拡げて、何かお互いにやり合うとか、質問するとかというのを見せる。高校生が何かをやっ

て立派だなというのは、小学生にちょっと遠いんですね。だから、やっぱり高校生が学校に来て

一緒に英語活動で何か活動をして遊んでくれるとか、そういう英語だけしかしゃべらないという

約束で来てくれるとか、そういうのがすごくよくて、何かそういう大会のときも、小中高の勝手

がわかるような、同じような題で小中高がやるとか、そういうふうに発展すると、我慢して聞い

ているというだけじゃないのがいいかな、今風かなと思いますけれども。 

【市長】 

 あと、もう１つ、プログラミング教育のこともありましたよね。学校現場はどうやって捉えて

いるんですか。 

【教育長】 

 今おっしゃったように、この趣旨はよくわかっているんです。例えば、タブレットは誰でも入

れたいなということもあるんですけれども、ただ、今言われたように、できるだけ子どもたちが、

非常に堪能な子と全くという子と、やっぱりあるんですよね。その中でどういうふうに教えてい

くかというのが非常に苦慮している状況じゃないかと思うんですけどね。 

 それと、やっぱり中学校の技術科の先生は非常に堪能なんですよ。ところが、小学校の先生は

そこまでいかないので、ほんとうにまだまだ、せっかくのコンピューターを使いこなしているの

かなというところと、一番活用がされにくいなと思っていますのは、いっとき電子黒板なんかを

国がやりましたよね。あれも一過性のもので、桑名ですとワンフロアに１台なんです、置いてあ

るのが。そうすると、ある先生が使っていると、もうほかの先生は全然使えないという状況で、

どうしてもまだまだ進展していない。それから、案外、変な話だけど、若い先生たちが多くなっ

てきたので、すごくその辺については精通している先生方がたくさんいるんですけれども、そこ

までちょっと使えていない。あと、ＬＡＮ整備がしっかりまだできていない部分があるので、そ

の部屋の中だったらできるんですよね。でも、持ち出してやるわけにはいかないので、どうして

も限られた内容のものしかできないというのが今の現状なんですよね。 

【市長】 

 でも、プログラミング教育はどうやって、教室でやるんですか。これ、どうやってやるの。コ

ンピューター室でやるのかな。 

【教育長】 

 プログラム教育はそうですね。 

 ただ、今の話で、ほかへ行って、そこで入力しながらプレゼンするとかという形にはなってく

るとは思いますので、そのあたりが、これからどういうふうに整備していくかというのも１つ問
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題ですけれども、ただ、大きな費用が要りますので、だから、それを上手にやっぱりやっていく

べきかなと思いますので。 

【松香委員】 

 私も１回、中学校の英語の先生に調べ学習みたいなのを提案したらすごい反対を受けたけど、

絶対やってみてくださいと言ったら、学校にはコンピューターがこれしかなくて、使う日程がい

っぱいで、どうのこうのってすごい反対を受けたけど、やってもらったら、子どもたちは、コン

ピューターのある家に行ったりとかいろいろ助け合って、すごく上手にやったんですね。だから、

先生よりか子どもたちはすごい上手ですね、コンピューターがね。 

【教育長】 

 子どもたちは、確かにおっしゃるとおり、もう全然はるか向こうに行っていますね。ただ、立

ち上がるのが遅いんです、今の学校のコンピューターは。家で持っている子はいいんだけれども、

45分の授業の中だと、ちょっとその辺の勝手の悪さはあるんですよね。それでも子どもたちがす

ごい能力を持っている子たちもいますので、それで何か裏わざをいっぱい知っているので、先生

よりもずっといろんなものを。 

【松香委員】 

 すごいですよね。 

【稲垣委員】 

 それこそアクティブラーニングの場にしちゃえばいいので。 

【教育長】 

 なりますね。そういう子たちは一番、逆にリーダーになってやってもらってもいいですけど。 

【松岡委員】 

 小学生向けのプログラミング、教育用のソフトというのはいろいろ出てきていますので、何か

マウスでちょんちょんとやるだけでプログラムが組めちゃうので、文字でやっていくと、それは

子どもたち、普通できませんけど、そういうゲーム感覚でつくれちゃうものがあるので。 

【松香委員】 

 そういうのは予算化しているんですか、市長さんは。 

【市長】 

 今、予算はプログラミングのところまで出ていないんじゃないですか。 

【教育長】 

 ないですね。ソフトは少し買っていただくようになっています。 

【市長】 

 それぐらいしか、だからできていないんですよね。でも、じゃ、そこはこれからより力を入れ

ていかないといけないね。物づくりのまちと言っているのであれば、おそらくそういう経験が、

その子たちが多分次の世代のこのまちの物づくりなどを担っていってくれるところもあるでしょ

うしね。 

【松岡委員】 

 それは大きいと思います。 

【市長】 

 アプリを開発する中学生とか、昔よくニュースになっていましたよね。最近ニュースにならな

いくらい普通になったかもしれませんね。 
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【松香委員】 

 そうですね。すごいですよ、子どもたちはね。 

【市長】 

 じゃ、そのプログラミング教育をしっかりと取り組めるように頑張りたいと思います。 

【松香委員】 

 それに電子黒板もぜひ１教室に１台ずつお願いします。 

【市長】 

 電子黒板問題。 

【教育長】 

 よろしくお願いします。 

【松香委員】 

 やっぱりスクリーンがないって、黒板だけって、江戸時代ですよね。 

【教育長】 

 明治ぐらいかと思っていました。 

【松香委員】 

 江戸時代もあったらしいですよ、黒板。 

【市長】 

 伊藤委員、お願いします。 

【伊藤委員】 

 私、前も言ったかもわからないけど、文科省がこういうふうにしなさいと考えているときにも

うしないと遅いですよ、逆に言うと。もうこれを2020年からやり出すともう遅れているんですね、

現実は。ほんとう、さっきのプログラムでも一緒ですけど、コンピューターをそろえたころには

もう古い機械だとかね、そういう点では、機械というのはほんとうに恐いですよね。だから、原

型でやれるシステムをやっぱり考えていかないと。何でもそうなんですけど、文科省が審議会で

審議しているときが一番大事、そのときがその時代に一番大事で、大体誰も10年先のことってほ

とんどわからないじゃないですか。やっぱりそういう点からいくと、もう話題になったときに変

えていくという。僕が桑名工業高校にいたときは、たまたま僕が全国の研究会の事務局だったか

ら、文科省とよく話ができたので、もう世間が発表する前に全部やっていたから、先ほどの七和

小学校との、あんなものも、やるようになった。 

 結局インターンシップでもデュアルでも、もうその前にやっていた。そのときにやっているか

ら世間が後から、もうその学校が嫌になったなというときに世間がやり出すから、もうやめるわ

けにはいかなくなった。そういうことが、僕はこういうことがものすごく必要だと思うんです。

ただ、全部こうやって言っているけど、一番日本人が過ちを犯しているのは、偉そうに言うけど、

これをやったら全てが解決するみたいに思うところが間違いなんです。 

【松香委員】 

 そういうことはないでしょうね。 

【伊藤委員】 

 ところが、極論を言う人が必ずいるじゃないですか。これも１つの、ほんの一部分だという認

識が、やっぱりそれをしたらやっていかないといけないというふうになるんだけど、これをした

ら、ほんとう解決、何もできてないじゃないかと言われるようなことでは、またしぼんでしまう。
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それで、やらされ感だけが残ってしまうということになってしまうので、僕は、やっぱりそうい

うところをもう少し、絶対やらないといけないということなんだけど、それでもなぜやらないと

いけないかということを。 

先ほど職業がという話があったじゃないですか。僕は、２つの高校で学校関係者評価委員をや

っているので、両方とも最初に就任したときに、桑名市の教育委員会のときも言わせてもらって、

今回のビジョンにもちょっと入れてもらっているけど、なぜ学ぶのかという問いに、まずわかっ

ているかどうか。 

 だから、僕はいろんなところでそうやって言うんですけど、僕は自分の中では、なぜ学ぶのか

というと、自分が将来をつくっていくから学ばないといけないと思っているんですよ。人がつく

ってくれるから学ぶんじゃなく、自分がつくっていくために学ばないといけないという、僕は意

識がある。だから、それこそ今、稲垣さんが、ご主人の例を言われましたけど、私も小学校のと

き、本を全然読んでいない。だから、今、反対に本を読むことを一生懸命やっているという。だ

から、トータルでは負けないくらい読めるようになってきたかなとなるし、それはなぜかという

と、なぜ今学ばないといけないかということを自分の中に落とし込んだところがあるからやっぱ

り学んでいる。日本の人が進学、進学というようなこと、それも１つなんだけど、その上になぜ

学ぶのかという、それを簡単に、あなたが幸せになるためということじゃなくて、世の中をつく

っていくためにあなたが学ばないといい世の中ができないよという、それが僕はものすごく大事

な気がするんですよね。政治家の皆さんがいろんなことを言われるけど、一生懸命世の中のため

のことを思って、相反することを言うかもしれないけど、それでも一生懸命になってみえるし。 

 先生方もそういう気持ちはあるので、大いにそれを出していってほしいですよね、あるんです

よ。ところが、目の前の仕事が、そういう点では、さっきもちょっと出てきたけど、こういうこ

とをやるにしても何にしても、先生方がいかに余裕を持って考えられるか、時間が欲しいなとい

うのは、これは私たちの時代より、自分が校長をしていたときも、よくこんなに仕事を増やした

な、なんて反省していましたけど、やっぱりどんどん増えていっている。誰も捨てられないから

しようがないんだけど、それでも捨てるところは捨てなきゃならんだろうし、その辺が非常に難

しいんですけどね。やっぱり何とか先生や家庭もそうなんですよ、家庭も子どもと読書を一緒に

しようとか、いろんなことがなかなかできないのは忙しいからということの一言で片づく。やっ

ぱりそこにゆとりがない、ものすごい結果を早く求め過ぎて。 

 だから、こういうこともみんな一緒なんですよね。僕はやるべきだと思うけれども、それです

ぐ結果を求めたら、誰が大変かというと、そこで学んでいる子と、そこで教えている先生が大変

になって、やらなきゃいけないからやっていると、結局は無駄な金をつぎ込むようになる。 

 だから、昔でもコンピューターが大事、さっきも言われたように、スクリーンのためにとなっ

ても、工夫すればみんなが使おうと思ったらできるんですね。それでも、やっぱりそれは時間が

ないからなかなか。それで、ある高校でも、私学でそれを全部使わせているけど、そのおかげで

準備がものすごい時間がかかるようになった、帰る時間が毎日遅くなるという。全部自分でつく

らなくてはならなくなったら大変になってくるという。その辺をうまく合わせていかないと難し

い。だから、先生の気持ちに余裕が持てる、まずは。いろんなことを言っているけど、企業でも

ブラック企業と言われるところは、大体は気持ちに余裕がない、それで、自分がやらされ感だけ

が残っている。下からの意見がなかなか上へ上へ上がっていかないところほどブラック企業で、

大体トップダウンのところがブラック企業になっている。今学校がそれになりつつあるし、だか
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ら、その辺は難しいなという気はする、年齢が若くなってきているからね。そういう点では、非

常に危惧するところはあるんですけど。 

 そんなちょっと大きく言いましたけど、一応そんなところです。 

【松香委員】 

 一言いいですか。 

【市長】 

 はい。 

【松香委員】 

 私、よく、松香さんの言うことを聞いていれば、みんなが英語だけできればいいですねとかよ

く言われますけど、私、そんなことは全然考えていなくて、例えば韓国という国は、ものすごく

英語をやったんですね。小学校の先生を奮い立たせ、それから母子で留学して、夫を韓国に置い

て仕送りだけしてもらってという人は10万人いるわけなんですね、韓国は。それで、ものすごく

やった結果、じゃ、韓国国民はほんとうに幸せになったかということをよく考えなきゃいけない

と思うんですね。英語ができるようになったのはすごくできるようになりました。じゃ、英語が

できるようになった韓国国民はより幸せになったかということはよく考えなきゃいけなくて、私

たちが何のために英語教育をもっと推進して、日本の国民はどうなりたいかというのはすごく考

えなきゃいけないし、基本の基本は、日本人は日本語ができるということが一番威張れることで

すから、ずっとこの文化を持っているということが一番大事なことですから、それはどこらぐら

いの兼ね合いで、どのぐらいのお金をかけて、また、今、伊藤委員がおっしゃったことで、昔、

ＬＬ教室というのがあって、もう全部ごみになったんですね。だから、そんなことも考えなけれ

ばいけないし、やっぱり何が自分たち、日本の国のことは自分たちでどうやったらほんとうに幸

せになって、どこら辺を狙っていくのかというのは、すごくよく考えなきゃいけないことが、韓

国の例にあると思います。 

【市長】 

 ほんとうになぜ学ぶかのことですね。しっかりと自分を含めた周りの人たちを幸せにするため

に、おそらく学ぶわけですから。そこをしっかりと考えた教育をしていかないと。単にこれだけ

あればいいよみたいなことじゃないということですね。 

 あと、結構さっきもちょっと思ったんですけど、やめることに抵抗があるんですよね、皆さん。

変えることというよりやめることに抵抗があるんだなと最近思っていて、うちの、市役所の職場

でもそうだし、おそらく学校現場でもそうで、マネジメントということは何をやめるか決めると

いうことだと思うんですけど、意外とやっぱりそこが引きずられるのかなという感じが結構あっ

て、何かやるのって、簡単というのも変ですけれども、あれやろう、あれやろうというんだけど、

それなのに何かやめなくちゃいけなくて、何をやめるという大きな決断はやっぱりいろいろして

いかなくちゃいけないだろうなと、これは私に対しても、自分でも思うんですけれども。 

【伊藤委員】 

 ほんとうにやめるのは下手なんですけど、なぜ下手かというと、新しい提案がないからやめら

れないんですよ、簡単なことなんです。自分で新しいことをやりたい人は絶対やめます、やめな

いと大変ですから。だから、やっぱりそこを生かせる学校現場にしていかないといけないし、役

所でも一緒ですけど、提案して、それが生かせる職場でないと、もう言われることをやっていた

ら、それでいいや、失敗しても、今までのことをやっていたら失敗しても怒られない。でも、自
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分がやったことで間違えると怒られるから、それを言うのはもうやめようかとなったら、やっぱ

り停滞してしまうので、学校なんかは特に、今の子どもに合った形でやっていかないと、過去が

こうだったからということでやっても難しい。特に子どもの時代への適応が早過ぎて、大人の適

応が遅れているからね。 

【教育長】 

 そのことをよく勘案して、だけど、提案してやめていくというのもそのとおりだと思いますけ

れども、やっぱりスクラップ・アンド・ビルドというより、スクラップをしないことにはそのエ

リアができないので、提案は割と先生たちも持っている、でも、勇気がないと。それで、スクラ

ップをするのはやっぱり校長さんであったり、教育委員会であったりするので、それは大胆にス

クラップしておいて、そういう考え方ができるような余裕を、それこそ気持ちの余裕をつくって

いかないといけないのかなというふうに、簡単じゃないと思いますけれども、すごく感じさせて

いただいきました。 

もう一つは、今お話が出ていましたけれども、やっぱり保護者の方々と一緒に、当然地域の

方々ともということになるんですけれども、特に保護者の方々と一緒に歩むことが必要だろうと。

どうも、今の現場を見ると、保護者と学校があって、真ん中に子どもがいたらいいんですけれど

も、どこか子どもが行っちゃって、保護者と学校だけとなっちゃうときもありますし、そのとき

に、学校の先生、自分もそういう傾向があったなと反省している話ですけれども、どうも外部か

らいろいろ入ってきてもらうことに対して、すごく抵抗があるように思うんですよね。よく理解

してもらっているＰＴＡの役員の方々だったらいいんだけれども、もうそこの保護者の方々が20

人、30人と入ってきてもらうと、ちょっとというところがあるので、ほんとうは協力してやって

いくことが次へつながるんじゃないかなと思いますし、この前も皆さんとの話の中でも言ったけ

ど、やっぱりそれと、最近の親御さんは仕事があるので、子どものために、有休とか休みをとる

のはできないと。自分の仕事の中の余力のところでは学校へ、だから、参観日なんかだと行きま

すよと、だけれども、ボランティアで学校のためにやるために休みをとってというまでの人たち

がないので、やっぱり全国的に何か、桑名市から発信していただければあれですけれども、やっ

ぱり育ボスというのか、そういう働き方のことを少し、それぞれ考えていって、子どものために

この時間はある程度提供してもいいんだというような考え方に少しは切りかえていかないと。 

 そのためには、少し飛ぶんですけれども、今ボランティアでやっていただいている方もたくさ

んみえるので、ちょうどクリエイティブスクールという形で、今予算も組んでいただいているん

ですけれども、やっぱり本格的にコミュニティースクールという形に踏み込んでいって、そこに

地域のほうの中の人たちをまとめたり、保護者をまとめながら、学校、要するに簡単に言うと、

学校応援隊ですよね。そういうようなものをそれぞれ地域に、今おっしゃったように中学校区ぐ

らいの中につくっていけるような仕組みを今後つくれたらというのを１つ考えているところなん

ですけどね。そんな思いを持っているんですけれども。 

【市長】 

 やっぱりかかわりたいという地域の方も保護者の方もいるにはいるんですよね。何だっけ、こ

の間もおやじの会でしたっけね。大山田東のおやじの会の人たちとか、結構活発に、男性ばっか

りで、これが老後につながるとか、そんな思いも持ってやってもらって、これ、ほんとうにいい

ことだなと思うんです。いかにそういう方を、先生たちは抵抗感なく中に入れられるかというこ

となんですよね。 
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【教育長】 

 学校の中でそういう地域交流室みたいなものを、そこにある程度の誰かが常駐ではないですけ

ど、ちょいちょい来てくれて、それで、今度どんな行事をやるのとかというようなことを学校側

と話し合いながら進めていけるような、そんな形ができると非常にありがたいなと思うんですけ

どね。 

【市長】 

 今、小中一貫校を何とか整備していきたいという思いを持っていますけど、そのとき、単に小

中の縦割りを壊して学校をつくれということじゃないと思うんですよね。何かそこが地域の図書

館であって、地域の公民館であって、そこが役場でもいいんですよ。何か学校って聖域感があっ

て、学校は生徒と先生しか入れない場所だみたいな雰囲気が学校の先生らにおそらくあるんです

よね。僕の視点から見るとそんなことは全然なくて、１つの単なる公共施設なので、どんどん使

ってもらったらいいし、使ってもらわないと、むしろ僕らとしては非効率だというくらいに見え

ているんですけれども。だから、交流室というよりも、多分おそらくもっと抜本的に変わるんだ

と思いますけれどもね。 

【教育長】 

 学校の教師側の抵抗感みたいなものを、ちょっとハードルを下げていくというか、それをやり

ながら、そのためにはやっぱり、こんなことをやると子どもたちのためになるよと、地域とつな

がると、結局自分たちを応援してくれるんだなというのを体感してもらわないことにはやっぱり

いけないので、それを納得というか、いろいろ話をしながら、やっぱり今の１つのツールとして

英語を使わせてもらうというのはなんですけれども、１つの切り口としてはありがたいのかなと

聞かせてもらったんですけどね。 

【市長】 

 小中の壁も取っ払えるし、それで地域と学校の壁も取っ払えるかもしれないというね。 

【教育長】 

 今言われたように、それで全てが解決するというわけにはいかないですね。 

【伊藤委員】 

 僕は、開放するというのは、四日市で校長をしているときに、県立図書館の本を学校で借りら

れるようにした。それで、自分の学校の本を住民の人も借りられると、それはコンビニで返して

もらったらいいと。そういうシステムをつくって、これもなかなか利用者がなかったけど、それ

でも月に２、３人は来ていた、地域の人が。それだけで終わるといけないので、僕が特に県教委

にいるときに、生涯学習課だったので、高校を地域の人の学びの場にしないといけないという指

示も受けていたので、講座をいっぱい設けて、生徒も地域の人も同じ学ぶ講座、事前に申し込ん

で。それを年に２回ぐらいしていた。それで、やっぱりそういうのを積み重ねていかないと、急

には大変だから。それで、悪いことをする人が入ってきたら、入ってきたときもある。それでも、

周りの大人はすぐ、あの人、おかしいといってすぐ気づいてくれる。だから、そんなに、僕の経

験からいくと、もっとオープンにしてもいい。 

【市長】 

 池田小事件ぐらいから変なんですよね。変と言うとちょっとあれかもしれないけど、何か門扉

をつけろとか、おそらく逆なんですよね。おそらく人が人を助けるんですよね。 

【教育長】 
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 あれからは大分変わりました。 

【市長】 

 今日はいろいろまだ時間はあるんですよね。まだある、時間、大丈夫。 

 いろいろまだ話し足りない方たちも、委員もおられると思いますけど、いかがですか。まだ、

今議論も白熱してきましたけど。 

【松香委員】 

 いえ、もう十分言わせていただきました。あとは予算だけ。 

【市長】 

 はい、しっかりと。 

【松香委員】 

 皆さんの説得なりが、これから先が大変だと思いますけど。 

【市長】 

 稲垣委員、どうですか。 

【稲垣委員】 

 １つ、地域ですごく気になるのは、多分地域というと、どうしても年配の人が、学校に協力す

ると、かかわるというと、そういうイメージがどうしてもあると思うんです。何か特に桑名って

あるのかなって、土地柄、思っちゃうんですよね。実際、今現実直面しているのは、例えば若い

ママとかパパとかが、そうやっておやじの会とかできればいいですけど、やっぱり人って、自分

の子どもが卒業すると、どこか自分も卒業するという感覚になってきますよね。だから、すごく

難しいなという。 

 例えば、うちも今、ＰＴＡ会長とか全然役員って、ほんとうに決まらないとか、そういう感じ

もすごくしていますし。なので、やっぱり、じゃ、何でそうなっちゃうのかなと見たときに、お

母さんとかお父さんの不安感といいましょうか、地域と絡むメリットというのを多分全然感じて

いないんだと思うんですよね。だから、学校と絡むメリットなんてもちろんないという。 

【松香委員】 

 地域と絡まないと、これから崩壊してしまうということですよね、一言でいえば、地域がね。 

【稲垣委員】 

 というニュアンスをどうやって。 

【松香委員】 

 危機感を持たないと。 

【稲垣委員】 

 その危機感は、多分全然出せていないでしょうし、感じてもいない。 

【松香委員】 

 というか、日本人は、そういう地域で何か支えるのが下手だと思うんですね。すごく遠慮した

り、変に。じゃ、ちょっとこの子たちをこのグループ、見てくださいというと、私、何か間違っ

たことを教えたらどうしましょうみたいな変な遠慮とか、学校の先生にこんなことをしていいの

か、許可がないからやらないわとか、変に引くのと、今度ＰＴＡとか引き受けると、ものすごい

仕事が降ってきて、そういうところがすごく下手。それで、やっぱりそこら辺の意識改革をして、

地域を支えるんだというふうにしていかないと、ほんとうにこれからの日本はいろんな地域が崩

壊していくかなと思いますけど。 
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【稲垣委員】 

 ほんとう、それはありますよね。だから、妙に不安感とか自信のなさ感、親の、親世代の。こ

れは絶対子どもに影響しているわけで、だから、やっぱり子どもの何となく刹那的な、今がいい

からいいかな、俺たち、どうせ大した力がないしみたいなのにもちょっとつながっているように

思えたりもするし、何かそれは、答えはないですけど。 

【教育長】 

 ただ、思うのは、そうやって不安感を持っているのはよくわかるんですよ。だけど、来てみる

と、みんな、私も自分がＰＴＡの役員していたときのメンバーが今でもまだつながっているんで

すけど、そういう形でやっていくと、みんなで１つのことをやり遂げるというのは、親のメンバ

ーになると、こんなことなんだなというのがわかってくるので、今も松香委員がおっしゃったよ

うに、ちょっと下手なんだというのは確かに思います。まず、下手だからやらないんじゃなくて、

まずやってみて、みんなでつながれるというような経験を持つとどんどんいけるんじゃないかと。 

【稲垣委員】 

 ただ、それって、多分教育長も先生だから、要は、誰がリーダーシップをとるかということな

んですよね。親も親の中でとりづらく、先生も多分多忙で、校長先生あたりが一番ストレートな

んでしょうけれども、忙しくて、あと、お任せしますよというふうな乗りになるので、実は、リ

ーダーシップ不在の中で事が進むので、すごいぐちゃぐちゃするというのが個人的な思いですね。 

【松香委員】 

 個人が確立するアメリカのボランティアシステムって、私、３年間小学校でボランティアとか

をやったんですけど、全部個人の責任なんですね。だから、個人がやっぱり育たないといけなく

て、誰が何と言おうと、じゃ、給食の時間にお手伝いをしますと、パパとかママとか、来るんで

すね。そうすると、多分日本では、給食の時間は、じゃ、子どもが配膳して子どもが何とかして

やらなきゃいけないって学校にものすごい規則があって、そんなのに親が手を出しちゃいけない

というふうに、何かどこかがきちっと決まっていて、それで遠慮するんじゃないですか。でも、

アメリカの子って、もっと乱暴者が多いから、いろんなところにこぼしたりとか何かするから、

親がやると実は助かるんですね、１年生とか。そういうところが、自分が助けているんだから、

自分はこれをやっていいんだという個人が確立しているというのをもっと日本人は見習わなきゃ

いけないかと思うんですよね。そこが変に遠慮して、変に命令を待っているから、それで誰のせ

いになるかしらとか、責任問題とかやるから、親は委縮しちゃってやらないのかなと思うんです

よね。何か間違ったことを教えて、この算数の指導をしていただいたら、日本の親は、間違った

らどうしようってなるじゃないですか。そこら辺がすごく、じゃ、Ａさんの親が間違えたらしい

から、じゃ、僕がちょっと直しておいたよって、そういうふうに平気で言うという間柄というか、

そこら辺がすごくさばけていて。 

 お金も日本のＰＴＡって、何で、私もアメリカから帰ってきたときはほんとうに嫌で、ＰＴＡ

って会議が長くて長くて、何か誕生会とかやると、最後の１円が合うまで何回もやって、私なん

か、済みません、20円足せばいいですか、帰っていいですかと言いたくなるぐらいのこと、変な

ところがきっちりしていて、アメリカの人は自分が出したいお金は、じゃ、持ち寄りでやりまし

ょうというとぱっと持ち寄って。 

【稲垣委員】 

 だから、寄附という感覚がもっとあればいいと思うんですね。与えるという場が実はなさ過ぎ
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るので、与えたいけどどう与えていいのかと思うので、ほんとうに個人的には寄附という制度が

あったら。 

【松香委員】 

 それはいいんじゃないんですか。市長さんに寄附というホームページをつくってもらって。 

【市長】 

 ありがたいです。 

【稲垣委員】 

 学校で袋のぼろぼろを見ると、もう自腹でいいから払いたいとか思っちゃうぐらい、その受け

皿がないんですよね。 

【松香委員】 

 それで、自分の自腹で替えたら目立ったら非難されるんじゃないかとか、また親も考えるわけ

でしょう、自分だけが。でも、アメリカの親とかは、自分がいいと思ってやったんだから、他人

が何と言おうと、それはいいことはいいんだというのが、すごい自己が確立しているというのは

あると思いますね。それはすごく大事なことかなと思いますけど。 

【市長】 

 寄附はいいですね、学校ごととか。例えば、ＰＴＡで活動はできないけれども、学校に何か貢

献したいみたいな人とかは、じゃ、お金でとかね、いろいろあると思いますし。 

 そこは受けられないのかな。 

【教育長】 

 なかなか、どうですかね。 

【稲垣委員】 

 受けられなかったと思います。 

【伊藤委員】 

 差ができるといけないので、Ａ校とＢ校と。 

【教育長】 

 地域差が出ちゃうので。 

【伊藤委員】 

 それを行政のほうで、ないところは支援してやるぐらいの、市長にちょっとあれがあると、ま

ず、最初は走り出す。最初、走り出さないと。ずーっとって、市長、考えたらあかんよ。ちょっ

と起爆剤だという意識。そういうふうにしていかないと、何でも起爆剤は要るもんね。 

【教育長】 

 もともと小学校にしても中学校にしても、地域の人の寄附で建ったんですね。 

【市長】 

 もともとはそうですね。 

【松香委員】 

 あと、日本人の悪いことは、裏で何か言うことですよね。それをなくさないと、表では仲よく

やっているみたいにして、裏になって、あの人はどうのこうのと言われることを考えるから日本

人は動けないんだと思って。 

【市長】 

 それは、多分地域でやる難しさなんですよね、だからね。 
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【伊藤委員】 

 その子の成績がよかったり、悪いことをしても怒られなかったりすると、もう火がついてくる。 

【教育長】 

 普通であってもそういうふうに考えちゃうんですよね。 

【伊藤委員】 

 やっぱり心の問題で、心豊かにせんと。 

【松香委員】 

 そういうところを変えていくというのはいいのかもしれないですよね。 

【稲垣委員】 

 なるべくそういうおもしろい、ほんとうにさっき松香さんが言ったけど、創造的な発想をこの

場もつくっていかないと、生まれないですよね、その先。 

【教育長】 

 まず、来てもらって一緒に何かやっていくというのが大事かなと思いますので、やっぱり先生

たちがどうしても来てもらうことに対してのちょっと抵抗感があるというところがまずあれかな

と思うんですけどね。 

【市長】 

 スモールサクセスじゃないけど、ちょっとずつ何かこんなのをうちでもやれたとか、何かそう

いうのがどんどん出てくると、多分できると思うんですよ。突然できないというのはまさにそう

だと思うので。 

【松香委員】 

 授業公開日にきちっと準備して、それを親に見せるとかも大事ですけど、アメリカの小学校で

しょっちゅう親が行くのは、例えばタレントショーとかやって、子どもが何か学級会みたいなの

でふざけたりするときも親が見に来るし、何かちょっとＳｈｏｗ Ａｎｄ Ｔｅｌｌとか朗読み

たいなのをやったりして、しょっちゅうこれに来てください、あれに来てくださいって、そうい

うきっちりしたのじゃなくて、普通に、ふだん着で来るという習慣づけがあって、そのときにみ

んなで褒め合ってがいいと思います。 

【松岡委員】 

 いついつこういうことをやるのでお手伝いしてくださいというようなやり方もきっかけになる

かもしれませんし、もっと簡単に、明日午前中都合がつくのでちょっとお伺いしますと、そんな

フランクな雰囲気をつくれるといいですね、学校側も、あるいは保護者の側もですね。そうする

と、結構やってもいいよという人が出てくるんじゃないですか。 

【教育長】 

 今は教頭先生が取りまとめ役をやっているんです、それぞれの学校で。今、予算をやってもら

ってクリエイティブスクールもそうやっているんだけれども、教頭先生が、読み聞かせをやると

きに、10人の人を集めるわけですよね。一応登録はしてもらっているんですけれども、来てもら

うという形で、やっぱりそうじゃなくて、そういう束ねる地域のコーディネーターみたいな人が

いて、それで、その人たちがちょっと今度こういう行事が学校であるそうだから、５人ばかり出

てくれないかというような形でやっていただくと非常にありがたい。そういうコミュニティース

クールというような形ができないかなと。 

【松香委員】 
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 朗読を頼んだら、朗読を頼んだ人の１人を束ねる人にして、違うことをやったら、またその人

の、学校のピクニックをやったら学校のピクニックを束ねる人という、束ねる人がいっぱいいる

わけなんですね。それで、その人がそのときやったら終わりなんですけど、そういうふうにして、

束ねる人をいっぱいつくらないと、それは教頭先生は忙しくてたまらない。 

【教育長】 

 束ねる総会みたいな、束ねる人たちの横のつながりをつくっておくと、非常にそれがうまくい

って、同じ時間にセッティングされると、ちょっとごめんなさいねというのも教頭さんが言うわ

けなので、そうじゃなくて、やっぱりそういういろんなやっていただいていることに対して、調

整してできるような横のつながりができていると非常に回りやすいと思いますね。 

【松香委員】 

 日本とアメリカと違うのでしようがないですけど、ＰＴＡの会というのは、夜、お父さんたち

も来られるように夜やるんですけど、こういうことを束ねたい人というと、みんな手を挙げて、

「Ｉ’ｌｌ ｄｏ ｔｈａｔ．Ｉ’ｌｌ ｄｏ ｔｈａｔ．」って全部決まっていくわけなんで

すね、自分から。日本のＰＴＡの役員会に１回出て、もう絶対に委員に指されないようにみんな

で下を向いて、もう我慢大会で、我慢し切れない人がなったりするので、あれをどうにか変えな

いと、もう束ねてほしいことをいっぱいあって、じゃ、読書の本をきちっと直す人とかって、ち

っちゃい仕事なんですけど、束ねたい人というのをわーっと発表するんですね。そうすると、み

んな学級でも、それならできるとか、１週間に１回、１時間来て砂場をきれいすればいいならや

るとか、食器をそろえるだけなら行くわって、そういうふうにしてすごくやっていたので、私な

んか外国人ですから、最初行ったときなんか、すごい簡単な役しかいつも来ないんですけど、あ

の人はわからないらしいと思うらしくて、でも、そういってやってだんだん深い入りして、私は

ものすごくアメリカの子を教えたんですね。だから、だんだんにそうやって学校に入っていくと、

学校の悪口とか言わなくなりますよ。 

【市長】 

 かかわればね。かかわっていけばね。 

【稲垣委員】 

 今のいいですよね。だから、学校側ももっとやってほしいことをほんとうにオープンにすると

いう、ただ一くくりに学級委員とかってなるから、このイメージに人がすごく嫌がってしまうだ

けで、学級委員も大したことはないんですよね。だから、何をしてほしいのかとかがあると、ほ

んとうにそこに食いついてくる人たちもいると思います。 

【松香委員】 

 学級でも発表になるし、学校全体で束ねてくれる人を募集している、しょっちゅう。プリント

でも来るし、連絡も来るし、電話も来るし。 

【教育長】 

 そこですよね。そういうようなものを立ち上げられるというか、ちょっとずつやっていけばそ

こへつながっていくと思うんですけどね。そんなのをそれぞれ中学校区ぐらいでできないかな。 

【市長】 

 教頭先生がそれをしていると、教頭先生がかわっていくと、またそれで関係なくなってしまっ

たりするから、地域のところでそういうのができてくるのがいいんでしょうね。 

【教育長】 
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 教員の場合は、３年から５年でみんなかわっていくわけですから、３年たったらまたゼロにな

っちゃうというところがありますので。 

【松香委員】 

 ティーチャーアシスタントというのもよくありましたね。ティーチャーアシスタントって手を

挙げると、学校に行くと、先生が、悪いけどこれコピーしてきてとか、そういう使い走りみたい

なのを何人か募集したり、そういう。でも、先生は助かったと思います。そんなつまらないこと

ですけど。 

【教育長】 

 助かると思いますけど、それがちょっとという人もいるんですわね。 

【稲垣委員】 

 だから、先生も、自分が頑張らなければいけないし、やらねばいけないって、日本人気質かな。 

【市長】 

 ちょっと方向性がいろいろあるかもしれませんけれども、もう特にほかに大分議論もよろしい

でしょうか。 

 では、これで本日の事項は終了となります。 

 事務局から連絡事項は何かありますか。 

【総務課長】 

 長時間にわたり、ご議論ありがとうございました。事務局から特にございません。次回の開催

につきましては、また改めて皆様と時間の調整をさせていただきたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。ありがとうございます。 

【市長】 

 これで本日の事項は全て終わりました。 

 これをもちまして平成28年度第２回桑名市総合教育会議を終了いたします。今日はどうもあり

がとうございました。 

 

―― 了 ―― 


